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交換留学を通じて学べることは沢山ありますが、その中でもメンタルにかかわることが私にとっては一番重要な意味を持っています。日本から出て、海外で生活するということは旅行とは違い、様々なものが見えるようになる経験でした。例えば、私の留学していたカレル大学の学生寮は基本的には一人部屋がないため、アメリカ人のルームメイトと二人のチェコ人のフラットメイトと生活していました。もちろんのことですが、それぞれ出自も文化も違うため、ライフスタイルが異なります。彼らと会話しながら、異文化や異なるライフスタイルを知る機会を得ました。これは、国際的な感覚に留まらず、日本に帰国後にもいかせるメンタルの発達に繋がりました。日本人や日本文化と一言で言っても、様々な人がいます。そのような日本国内の日本人の多様性であったり、それぞれの価値観などを留学前よりも尊重できる寛大さを身につけることができたと思います。また、留学それ自体もですが、他言語地域で生活することは、チャレンジ精神の醸成につながったと感じます。考えてから行動することも勿論重要ですが、行動してから後で考えるという方法もまた重要です。失敗したらそれを糧にして次に生かすという、初等教育からしつこく教えられてきたことがようやく自分でも理解することのできるものとして、自分の中に落としむことができ、行動に移すことができたとい思います。
留学を経験して感じたこととしては、もう一点、私の在籍する国際文化学部(現在は国際人間科学部グローバル文化)では一年間の留学を選択する人がほとんどですが、半期の留学もその良さを理解してもらえるような宣伝が必要だと感じました。私見ですが、交換留学は語学留学ではないので、向こうの生活に慣れ、語学力を向上させるというよりは、専門科目を向こうで学ぼうとする学生が多いように感じます。私個人としては、半期の留学の後半では、プラハでの生活に慣れてしまい、刺激がなくなってしまっていました。他国に旅行に出かけるなどしなければ新しいものが見れないような状況でした。もし、専門科目を学びたいのであれば、日本で学ぶ方が効率も良いと思いました。より目的をはっきりさせ、限られた時間でメリハリのある留学が半期留学にはあると思います。一年留学される方の多くは、帰国後に休学されているようなので、その時間も大切であるとは思いますが、留学も帰国後も時間を大切に使うことができると思います。
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